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サステナビリティ貢献製品のご紹介



サステナビリティ貢献製品は、ESG 経営を推進するSEKISUI 独⾃の制度です。

SEKISUIのサステナビリティ貢献製品制度は、
⾃然環境および社会環境の課題解決への貢献度が⾼い製品の創出と市場拡⼤を加速し、
サステナブルな社会の実現と当社グループの成⻑を⽬指しています。
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環境と社会に対して、SEKISUI ならではの貢献を果たすこと。それが、私たちの事業を育ててきた原動⼒でした。

SEKISUI のすべての事業に息づくサステナビリティの遺伝⼦
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2006 年に「環境貢献製品」としてスタートした SEKISUI の「サステナビリティ貢献製品」認定制度は、年々進化を続けてきました。
SEKISUIが、⾃然環境へのよりいっそうの貢献をめざして「環境貢献製品」制度をスタートさせたのが2006年。
以後、その内容を年々進化させ、よりレベルの⾼いESG経営を実現する「サステナビリティ貢献製品」制度として、グループ全体で推進しています。
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環境と暮らしへの確かな貢献を続けるための⼤きな進化



制度の進化 ❶

従来、企業の環境への配慮は、⾃社の企業活動が⾃然に与える負荷を低減することに注⼒されていました。
SEKISUIが2006年から推進してきた「環境貢献製品」制度では、⾃社だけでなく、製品をお使いいただくお客様によっても
⾃然環境へよりよい貢献がもたらされる製品の創出、拡⼤を推進。現在は「サステナビリティ貢献製品」制度としていっそうの進化を遂げています。
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環境課題解決への貢献度が⾼い製品を社内基準で認定登録し、その売上⾼の向上を社会にコミットしています。



制度の進化 ❷

SEKISUIの「サステナビリティ貢献製品」制度は2010年から、各分野における
専⾨知識や事業経験を持った社外の有識者から基準や考え⽅などの妥当性に関するご意⾒や
アドバイスをいただき、基準の⾼さや透明性を担保しています。
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社内委員による審査だけでなく、社外有識者をアドバイザーに迎えた認定制度にレベルアップしています。



制度の進化❸

持続可能な社会を実現するため、⾃然環境だけでなく、健康の増進、災害リスクの緩和、暮らしの快適性など、より良い社会環境をもたらす
ための貢献にも考慮した製品の創出と普及を促進。
国連が提唱しているSDGs（持続可能な開発⽬標）と歩みをそろえて、社会の持続可能性に貢献する制度に進化させました。
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⾃然環境だけでなく、社会環境における課題の解決にも寄与する制度へと進化しています。



制度の進化 ❹

サステナブルな社会の実現と同時に企業としての持続的な成⻑を加速するため、従来の製品評価プロセスに加えて、以下の運⽤を開始。名称を「サステナビリティ貢献製品」に改めました。
・持続性評価︓サプライチェーンも含めたガバナンス（内部統制）、顧客満⾜、開発プロセスにおける社会的責任およびリスクとなる事項の確認・評価（2022年度に評価完了）。
・プレミアム枠の設定︓環境を含む社会課題解決への貢献度が⾼く、利益をけん引している製品を戦略的に伸⻑させるために設定。
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社会課題を解決するとともに、⾃らの企業成⻑を実現する ESG 経営へと進化しています。



※以下は、取り組みのイメージ概念図です。

制度の進化❺

灰⾊︓登録基準以外の環境課題におけるネガティブなインパクト
緑⾊︓ネガティブなインパクトを低減するため、多様な視点で評価、改善を⾏ったサステナビリティ貢献製品
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製品が複数の環境課題に対してネガティブな影響を及ぼしていないか、どのような策を検討しているかを確認しています。
サステナビリティ貢献製品に認定する際に、複数の環境課題に対してポジティブな影響と同時にネガティブな影響も与えるトレードオフ（⼆律背反）になっていないかを確認し、
それを改善、さらには、すべての影響がシナジー（相乗効果）をもたらす状態をめざすことによって、SEKISUIの課題解決をいっそう質の⾼いものにしています。



製品の設計から、⽣産、販売、廃棄、リサイクルまで。
SEKISUI のサステナビリティ貢献製品は、事業活動のために当社製品をご利⽤
いただいているお客様のさまざまなビジネスシーンで、地球と社会に貢献しています。

お客様の事業活動の中で⽣まれる環境と社会への貢献
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⼈々の毎⽇の暮らしの中で⽣まれる環境と社会への貢献
街で、⼯場で、インフラで、交通機関で。SEKISUI のサステナビリティ貢献製品は、
⼈々が暮らしの中で⽬にする様々なシーンで、あるいは、それを⽀える⾒えない部分でも、地球と社会に貢献しています。
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サステナビリティ貢献製品は、環境と社会に⼤きく貢献しながら、SEKISUI の⽬覚ましい成⻑を実現しています。

サステナビリティ貢献製品への取り組みを通じて得られた成果
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SEKISUI のサステナビリティへの取り組みに寄せられた社会からの評価

SEKISUIは、S&P Global社によるサステナビリティ格付けなど、著名な機関によって⾼い評価を受けています。
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［参考情報］サステナビリティ貢献製品の社内での位置付けとガバナンス体制

サステナビリティ貢献製品は、環境分科会だけでなく、取締役会まで含めたグループ全体で取り組んでいる制度です。
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サステナビリティ貢献製品の今後の⽅向性
全社で策定した「戦略領域マップ」を⻑期ビジョン実現のための羅針盤とし、強化領域の拡⼤と⾰新領域への進出を実⾏していきます。
技術の際⽴ちを起点として４つのドメインで各事業のポートフォリオを変⾰します。
現有事業の延⻑線上で重点拡⼤する領域を「強化領域」として定めており、ここに集中的に資⾦を投下し、当社の持続的成⻑を牽引します。
今後はこの戦略マップで描いた領域のサステナビリティ貢献製品の創出・拡⼤を推進していきます。

今中期計画において特に注⼒する
「主要 7 テーマ」
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